
ら
日
本
に
送
還
す
る
と
発
表
し
た
。
奥
地
で
優
秀
の
折
り
紙
つ

き
で
来
た
の
に
今
さ
ら
ノ
ル
マ
を
落
と
す
よ
う
な
こ
と
は
で
き

な
い
と
、
グ
ル
ー
プ
で
種
々
検
討
し
て
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
劣

ら
な
い
成
績
を
維
持
し
た
。

帰
還
と
そ
の
後

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
収
容
所
長
の
発
言
の
二
カ
月
が
き
た
。

六
月
十
五
日
の
夕
食
に
な
っ
て
も
何
の
音
さ
た
も
な
い
。
ま
た

だ
ま
さ
れ
た
の
か
と
就
寝
し
て
い
る
と
、
十
二
時,

こ
ろ
だ
と
思

う
、
幕
舎
に
二
、
三
人
が
入
り
「
皆
聞
け
、
ダ
モ
イ
の
発
表
を

す
る
」
と
大
き
な
南
大
尉
の
声
が
し
た
。
幕
舎
は
俄
か
に
「
ド

ヨ
メ
キ
」
が
起
こ
り
、
ま
た
静
寂
に
な
っ
た
。
だ
れ
も
が
聞
き

漏
ら
す
ま
い
と
、
本
当
に
そ
の
と
き
の
状
況
は
筆
舌
に
表
わ
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

私
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
全
員
ダ
モ
イ
と
発
表
さ
れ
た
。

二
日
ば
か
り
二
つ
の
収
容
所
を
移
動
、
演
劇
、
民
主
教
育
の

よ
う
な
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
が
、
心
は
既
に
故
国
に
あ
り
、
モ

ッ
ト
モ
、
モ
ッ
ト
モ
の
程
度
で
平
穏
に
帰
国
船
第
一
大
拓
丸
に

乗
船
。
船
内
は
何
も
な
く
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
十
八
日
に
舞

鶴
に
上
陸
し
た
。

　
帰
国
後
、
十
月
に
村
役
場
に
就
職
。
二
十
六
年
に
高
尾
家
に

養
子
に
入
り
、
退
職
後
、
畑
に
汗
を
流
し
な
が
ら
、
公
民
館
、

学
校
建
築
期
成
同
盟
会
な
ど
の
事
務
局
を
終
え
、
現
在
寿
会

（
老
人
ク
ラ
ブ
）
の
事
務
局
で
日
夜
を
過
ご
し
て
い
る
。

明
暗
十
年
の
旅
路
　 

石
川
県
　
伊
藤
錬
二
郎
　 

大
学
を
出
て
、
郷
里
石
川
県
の
土
木
部
で
技
手
と
し
て
二
十

年
近
く
勤
め
て
い
た
私
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）

、

満
州
国
へ
長
期
出
向
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

当
時
、
建
国
間
も
な
い
満
州
国
は
国
土
広
大
、
資
源
も
豊
潤
、

こ
こ
に
〝
王
道
楽
土
〟
を
建
設
す
べ
く
、
軍
官
民
協
力
し
て
理

想
の
具
現
に
情
熱
を
傾
け
て
い
た
。
私
ど
も
一
行
六
十
人
は
、

政
府
の
各
部
署
に
配
置
さ
れ
、
基
礎
講
義
を
受
け
た
後
、
実
務

に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。

私
は
交
通
部
（
日
本
の
運
輸
、
建
設
省
に
当
た
る
）
の
技
師

と
し
て
、
い
よ
い
よ
現
地
に
向
か
っ
た
。
振
り
出
し
は
北
満
の



東
安
省
で
、
ア
ム
ー
ル
川
（
黒
龍
江
）
の
支
流
ウ
ス
リ
ー
川
を

は
さ
ん
で
ソ
連
領
と
対
峙
す
る
寒
冷
の
地
で
あ
っ
た
。

折
か
ら
、

〝
満
蒙
開
拓
〟
の
国
策
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
応
じ
て
続
々
渡
航
し
て

来
る
開
拓
団
員
受
け
入
れ
の
た
め
の
農
地
の
選
定
や
道
路
の
開

設
、
一
方
、
軍
関
係
の
施
設
や
飛
行
場
建
設
等
々
、
計
画
と
実

施
に
休
む
間
も
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
虎
林
、
虎
頭
、
宝
清
、

東
安
…
…
み
な
懐
か
し
い
土
地
で
あ
る
。

次
い
で
奉
天
省
、
黒
河
省
と
転
々
と
し
た
が
、
年
に
一
、
二

度
、
業
務
連
絡
で
帰
国
す
る
度
、
既
に
始
ま
っ
て
い
た
大
東
亜

戦
争
の
形
勢
は
楽
観
を
許
さ
れ
ず
、
昭
和
十
九
年
に
は
敗
色
も

濃
く
な
っ
て
、
富
山
、
福
井
も
空
襲
で
焼
か
れ
、
次
は
わ
が
金

沢
市
の
番
だ
と
思
う
と
、
つ
い
に
決
心
し
て
自
宅
を
処
分
、
ず

っ
と
留
守
居
し
て
く
れ
て
い
た
妻
子
を
同
伴
し
て
満
州
に
帰
任

し
た
が
、
ま
さ
か
金
沢
だ
け
が
最
後
ま
で
火
難
を
免
れ
よ
う
と

は
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
五
月
、
四
十
三
歳
の
私
に
も
と
う
と
う
召
集
令

状
が
き
た
。「
あ
な
た
は
満
州
国
の
高
官
だ
か
ら
こ
れ
を
」
と
、

星
一
つ
の
二
等
兵
に
軍
刀
を
持
た
さ
れ
た
が
、
刀
の
下
緒
に
赤

い
裏
が
つ
い
て
い
た
か
ら
（
佐
官
が
着
用
す
る
も
の
）

、
少
尉

や
大
尉
の
将
校
連
か
ら
敬
礼
さ
れ
る
始
末
、
当
方
は
何
が
何
だ

か
大
あ
わ
て
で
あ
っ
た
。

錦
州
の
八
〇
四
部
隊
に
入
隊
し
た
後
、
錦
県
か
ら
興
安
南
省

の
通
■
に
移
動
し
、
道
路
補
修
、
飛
行
場
設
置
等
に
従
事
し
た

が
、
こ
こ
で
敗
戦
を
迎
え
た
。

ソ
連
領
に
送
ら
れ
る
ま
で
、
旧
日
本
軍
の
衣
服
、
糧
秣
、
燃

料
な
ど
の
貨
車
積
み
に
明
け
暮
れ
た
が
、
洗
い
ざ
ら
い
ソ
連
に

持
っ
て
い
か
れ
た
。

夜
半
ま
で
の
使
役
は
、
寒
気
と
空
腹
に
悩
ま
さ
れ
、
運
ん
で

い
た
麻
袋
を
夢
中
で
破
っ
て
手
づ
か
み
で
中
の
粉
を
■
張
っ
た

ら
、
珍
し
や
白
ゴ
マ
で
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

貨
車
積
み
が
済
ん
だ
ら
「
ウ
ラ
ジ
オ
か
ら
ト
ウ
キ
ョ
ウ
！
」

と
言
う
ソ
連
将
校
の
声
に
歓
喜
、
五
〇
ト
ン
積
み
の
有
蓋
貨
車

に
四
十
二
人
ず
つ
三
段
の
棚
に
詰
め
込
ま
れ
て
出
発
し
た
の
が

十
月
八
日
。
そ
れ
か
ら
四
十
余
日
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
港
に

は
着
か
ず
、
十
二
月
初
め
下
車
し
た
所
が
中
央
ア
ジ
ア
、
ウ
ズ

ベ
ク
共
和
国
の
ベ
グ
ワ
ー
ド
（
現
在
ベ
ガ
バ
ー
ド
）
で
、
四
周

峨
々
た
る
高
山
に
囲
ま
れ
た
パ
ミ
ー
ル
高
原
の
麓
、
フ
ェ
ル
ガ

ナ
大
盆
地
の
一
隅
で
あ
っ
た
。



フ
ェ
ル
ガ
ナ
は
、
古
く
「
大
宛
」
と
呼
ば
れ
、
漢
の
武
帝
が

東
か
ら
遠
征
、
ま
た
西
か
ら
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
が
攻
め

た
こ
と
が
あ
る
東
西
交
通
の
要
地
だ
が
、
ト
ル
コ
系
の
諸
族
が

半
地
下
住
居
に
住
ん
で
い
る
。
砂
漠
、
ス
テ
ッ
プ
の
荒
れ
地
が

大
半
だ
っ
た
が
、
盆
地
を
貫
く
シ
ル
川
の
水
を
利
用
し
て
運
河

を
通
し
、
ベ
グ
ワ
ー
ド
に
発
電
所
を
建
設
す
る
大
目
的
の
た
め

に
一
万
人
余
の
日
本
人
の
労
力
が
投
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

水
路
の
掘
削
作
業
に
は
泣
か
さ
れ
た
。
現
場
監
督
は
我
々
よ

り
古
参
の
ド
イ
ツ
兵
で
、
怒
鳴
り
散
ら
す
わ
、
暴
力
を
振
る
う

わ
で
、

私
も
撲
ら
れ
て
片
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

高
原
か
ら
吹
き
下
ろ
す
寒
風
の
厳
し
さ
は
想
像
以
上
で
、
一
メ

ー
ト
ル
以
上
も
結
氷
し
た
土
を
掘
り
起
こ
す
の
に
精
魂
尽
き
果

て
、
夜
半
の
寒
さ
は
、
敷
布
団
の
藁
を
抜
い
て
足
に
巻
き
付
け
、

靴
の
ま
ま
寝
る
有
様
で
あ
っ
た
。

水
路
に
渡
さ
れ
た
仮
橋
を
渡
っ
て
作
業
に
行
く
の
だ
が
、
絶

望
の
果
て
、
欄
干
か
ら
身
を
踊
ら
せ
て
濁
流
に
身
を
投
げ
る
日

本
人
が
日
に
二
人
、
三
人
と
出
て
き
た
。
金
網
を
張
り
巡
ら
し

て
身
投
げ
防
止
を
図
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
網
を
か
け
上
っ
て
飛

び
込
む
者
が
い
た
。
私
自
身
、
今
日
こ
そ
は
自
分
も
と
何
度
決

心
し
た
こ
と
か
。
そ
の
都
度
、
満
州
に
残
し
て
き
た
妻
や
二
児

が
目
前
に
浮
か
ん
で
、
涙
な
が
ら
に
耐
え
る
し
が
な
か
っ
た
。

満
州
国
の
高
官
で
国
境
周
辺
な
ど
歩
き
回
っ
て
い
た
前
歴
が

い
つ
し
か
洩
れ
、
タ
シ
ケ
ン
ト
の
戦
犯
裁
判
で
十
年
の
禁
錮
刑

に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う
お
ま
け
ま
で
つ
い
た
が
、

幸
か
不
幸
か
、

マ
ラ
リ
ア
に
罹
っ
た
ほ
か
、
水
路
作
業
の
重
労
働
に
よ
る
腰
椎

圧
迫
症
が
重
く
な
り
、
刑
半
ば
で
ナ
ホ
ト
カ
の
病
院
に
送
ら
れ
、

病
院
船
高
砂
丸
で
帰
国
。
担
架
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
舞
鶴
国
立

病
院
、
更
に
故
郷
の
山
代
温
泉
分
院
に
送
ら
れ
て
、
ベ
グ
ワ
ー

ド
出
発
以
来
三
カ
月
ぶ
り
で
金
沢
に
帰
着
し
た
の
が
昭
和
二
十

五
年
九
月
。
奉
天
に
い
た
妻
は
、
一
児
は
亡
く
し
た
が
、
二
十

二
年
に
帰
国
し
て
お
り
、
再
会
を
喜
び
合
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

ソ
連
で
の
戦
犯
裁
判
が
後
あ
と
ま
で
禍
い
し
て
、
米
占
領
軍

は
私
の
公
職
復
帰
を
許
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
に
は
憤
慨
し
た

が
、
石
川
県
庁
に
は
「
嘱
託
」
と
い
う
こ
と
で
勤
め
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
時
々
、
持
病
に
は
悩
ま
さ
れ
る
が
、
身
障
者
な
が
ら

九
十
三
歳
の
今
日
ま
で
生
き
て
き
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
っ
て
い

る
。
あ
の
不
毛
の
地
フ
ェ
ル
ガ
ナ
盆
地
が
、
今
日
、
大
オ
ア
シ



ス
地
帯
に
な
り
、
綿
花
、
ブ
ド
ウ
、
ク
ワ
な
ど
の
豊
作
地
に
な

つ
た
と
聞
い
て
感
慨
無
量
で
あ
る
。

思
い
出
の
数
　々 
熊
本
県
　
安
田
剛
　 

私
が
終
戦
を
迎
え
た
の
は
、
満
州
奉
天
飛
行
場
近
く
で
、
当

時
、
陸
軍
の
最
新
鋭
機
「
百
式
司
令
部
偵
察
機
」
の
整
備
を
担

当
す
る
た
め
、
八
野
航
第
二
独
立
整
備
隊
と
し
て
展
開
中
の
と

き
で
し
た
。

何
日
か
た
っ
て
飛
行
場
に
ソ
連
機
が
飛
来
、
私
ら
の
部
隊
は

武
装
解
除
。
そ
の
後
隊
員
の
不
安
が
つ
の
り
、
五
名
ほ
ど
は
南

下
を
決
意
し
て
徒
歩
で
隊
を
離
れ
た
。
彼
ら
の
そ
の
後
の
行
動

は
不
明
で
す
。

残
り
の
者
は
周
辺
の
部
隊
と
一
緒
に
奉
天
競
馬
場
―
鉄
路
学

院
に
集
結
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
一
般
の
人
た
ち
の
姿
も
多

数
見
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
列
車
に
乗
る
た
め
の
編
制
が
行
わ
れ
た
が
、
私
は
工

業
学
校
の
建
築
科
卒
の
た
め
、
軍
の
建
築
課
の
軍
属
の
方
と
同

じ
小
隊
に
入
れ
ら
れ
、
作
業
第
二
八
大
隊
に
編
入
さ
れ
る
。
そ

れ
で
、
同
じ
隊
の
者
と
は
別
に
な
る
。

私
た
ち
は
、
九
月
中
ご
ろ
、
奉
天
出
発
―
ハ
ル
ビ
ン
経
由
で

ソ
満
国
境
の
黒
河
に
十
月
初
め
に
着
く
。
そ
こ
か
ら
ソ
連
領
に

渡
り
、
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
長
い
苦
し
い
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
旅
の
終
着
点
は
中
央
ア
ジ
ア
・
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
の

タ
シ
ケ
ン
ト
、
昭
和
二
十
年
十
月
の
末
で
し
た
。

タ
シ
ケ
ン
ト
の
収
容
所
前
に
並
ん
だ
と
き
、
あ
の
入
り
口
の

門
の
重
い
扉
、
そ
し
て
、
周
囲
に
張
ら
れ
た
鉄
条
網
、
四
隅
の

望
楼
を
見
た
と
き
、
い
よ
い
よ
つ
ら
い
地
獄
の
生
活
が
始
ま
る

の
か
と
思
っ
た
と
き
、
不
安
が
胸
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
い
つ

し
か
目
に
涙
し
た
の
を
今
で
も
は
っ
き
り
と
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

収
容
所
で
の
作
業
は
建
設
作
業
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
最

初
に
連
れ
て
い
か
れ
た
の
が
広
い
畑
の
中
、
何
の
こ
と
は
な
い
、

ケ
ー
ブ
ル
埋
設
の
た
め
の
穴
掘
り
。
そ
の
日
の
ノ
ル
マ
を
示
さ

れ
た
の
で
、
最
初
で
は
あ
る
し
、
み
ん
な
が
助
け
合
い
な
が
ら
、

ほ
と
ん
ど
目
標
ど
お
り
頑
張
っ
て
安
心
し
て
い
た
ら
、
翌
日
は




